〇　近頃考えること
· 霞ヶ関は自己改革ができるのか？
· 原点に立ち返って、政治、行政や公務員のありかた、本当の意味の行政改革というようなことをもう一度問い直すべきではないか？

· 世の中のためにという使命観で国家公務員になったが、今の霞ヶ関の仕事は本当に世の中のためになっているだろうか？

· 公務員生活満３０年、元気で働けるのもあと１５年。これから、もっと世の中のためになることをしなければいけないのではないか？

· 公務員は理屈をいうだけでなく、地域活動、NPO活動をして汗をかき、その上に立って政策論議をすべきではないか？

· 島根、鳥取は、本当に今のままで生き残れるのか？もっと、政策の独自性を純粋に追求しなければ、立ち遅れてしまうのではないか？
· 地方消費税の増税について、地方団体は国任せではなく責任ある態度をとれるのか？

· 国はこのまま抜本的地方分権を進めずに、本当に消費税増税を国民にせまることができるのか？

〇　近頃共感したこと

· 三重県知事の政治姿勢のうちの一つ「感性を磨く県政」

· 佐賀県知事の経営基本方針、特に庁内分権と職員の意識改革

· 海士町長のすさまじい行革の話と住民の協力
· 観光プロデューサー門脇君（島根県観光振興課）の苦労話

· 藻谷浩介氏（政策投資銀行）の活動と観光関連産業論

· 江原啓之氏のスピリッチュアルな話
· 出雲国神仏霊場と世界平和祈願祭

〇　活動状況、所感等

　　　・　日本財団公益サイトCanpanのBLog、「shechan」を参照
